
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２６年１月１３日                 全国一般神奈川                    第３０８（１） 

全国一般労働組合全国協議会神奈川 

発 行 者
 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

横浜市中区翁町 1-5-14 

新見翁ビル４Ｆ 

TEL. FAX. 

 045-319-4391 

●
１
月
１
４
日 

２
０
時 

事
務
所
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

神
奈
川
合
同
支
部
会
議 

●
１
月
１
７
日 

１
３
時 

南
生
田 

ら
ぽ
お
る
の
樹
会
議 

●
１
月
１
７
日 

１
５
時 

事
務
所 

神
歯
信
栄
サ
ー
ビ
ス
会
議 

●
１
月
１
７
日 

１
６
時 

厚
木
ア
ミ
ュ
ー 

エ
イ
ボ
ン
全
体
会
議 

●
１
月
１
８
日 

 

１
０
時 

事
務
所 

機
関
紙
発
送
作
業 

●
１
月
１
８
日 

１
４
時 

寿
公
園 

寿
労
働
相
談 

●
１
月
１
９
日 

１
３
時 

会
社 

 

グ
ロ
ー
ア
ン
カ
ー
団
交 

●
１
月
１
９
日 

１
９
時 

事
務
所 

 

労
働
相
談
会
議 

●
１
月
２
０
日 

１
５
時 

本
社 

K
K
エ
ク
ス
ト
団
交 

●
１
月
２
２
日 

１
９
時 

事
務
所 

県
共
闘
幹
事
会 

●
１
月
２
３
日 

 

１
６
時 

穂
積
事
務
所 

ビ
ス
テ
オ
ン
法
対 

●
１
月
２
３
日 

 

１
９
時 

藤
沢 

郵
政
南
関
東
支
社
団
交 

●
１
月
２
４
日
～
２
５
日 

南
部
労
政
会
館 

全
国
協
各
県
代 

分
科
会
・
講
演
・
集
約 

●
１
月
２
５
日 

１
０
時 

・ 

１
１
時 

事
務
所 

Ｐ
Ｆ
Ｔ
会
議 

・ 

郵
政
対
策
会
議 

●
１
月
２
５
日 

１
４
時 

事
務
所 

第
４
回
支
部
代
表
者
会
議 

●
１
月
２
６
日 

１
７
時
３
０
分 

横
浜
西
口 

Ｊ
Ａ
Ｌ
横
浜
西
口
情
宣
行
動 

●
１
月
２
７
日 

１
８
時
３
０
分 

旭
区
民
館 

鯉
住
宅
団
交 

●
１
月
２
８
日 

１
０
時
３
０
分 

中
労
委
６
０
３ 

テ
ク
ノ
ウ
エ
ー
ブ
中
労
委
労
第
１
回
調
査 

●
１
月
３
０
日 

１
８
時
３
０
分 

Ｌ
プ
ラ
ザ 

県
共
闘
２
０
２
６
春
闘
学
習
会 

  

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私

た
ち
全
国
一
般
神
奈
川
も

昨
年
の
定
期
大
会
で
大
幅

に
変
わ
っ
た
新
執
行
部
体

制
の
下
で
、
初
め
て
の
年

越
し
を
む
か
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。 

私
た
ち
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
政
治
情
勢
に
お
い

て
は
、
昨
年
の
参
院
選
で

の
与
党
敗
北
を
受
け
、
公

明
党
の
連
立
離
脱
、
日
本

維
新
の
会
と
の
高
市
「
自

維
連
立
」
政
権
発
足
か
ら

国
民
民
主
党
と
の
政
策
合

意
な
ど
、
政
党
間
の
思
惑

が
行
き
交
い
混
迷
化
し
て

い
る
よ
う
に
も
見
え
ま

す
。
さ
ら
に
高
市
政
権
は

防
衛
費
大
幅
増
額
と
い
う

軍
事
大
国
化
を
２
年
前
倒

し
し
て
ま
で
推
し
進
め
る

だ
け
で
な
く
労
働
時
間
規

制
の
緩
和
に
ま
で
踏
み
込

ん
で
い
ま
す
。
最
悪
の
人

権
侵
害
と
言
え
る
戦
争
や

過
労
死
を
起
こ
さ
せ
な
い

た
め
に
組
合
と
し
て
反

戦
、
反
基
地
、
労
働
法
制

改
悪
阻
止
の
行
動
を
継
続

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。 一

方
で
私
た
ち
中
小
、

非
正
規
労
働
者
の
実
態

は
、
物
価
高
に
賃
金
上
昇

が
追
い
付
か
ず
、
実
質
賃

金
の
低
下
に
歯
止
め
が
か

か
ら
な
い
状
況
で
す
。
少

子
高
齢
化
で
各
職
場
に
お

い
て
労
働
者
不
足
が
顕
在

化
し
て
、
い
わ
ば
売
り
手

市
場
と
い
う
状
況
に
も
か

か
わ
ら
ず
実
質
賃
金
が
上

が
ら
な
い
、
こ
の
状
況
に

組
織
率
の
低
下
が
進
む
労

働
組
合
と
し
て
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
の
か
、
存
続

意
義
が
問
わ
れ
ま
す
。
特

に
社
会
機
能
の
維
持
に
欠

か
せ
な
い
と
さ
れ
る
エ
ッ

セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の

労
働
条
件
や
職
場
環
境
の

悪
化
に
よ
り
、
訪
問
介
護

難
民
な
ど
ま
さ
に
医
療
崩

壊
や
地
域
社
会
の
解
体
の

危
機
に
直
面
し
て
い
ま

す
。
一
部
の
大
企
業
、
投

資
家
の
利
益
優
先
の
国
家

運
営
の
実
態
を
暴
き
、
最

賃
の
闘
い
へ
の
参
画
強
化

な
ど
、
弱
者
切
り
捨
て
的

な
国
の
政
策
の
制
度
設
計

に
つ
い
て
の
改
善
を
、
現

場
の
担
い
手
で
あ
る
と
同

時
に
生
活
を
営
む
労
働
者

の
立
場
か
ら
要
求
し
て
い

く
こ
と
が
労
働
組
合
に
求

め
ら
れ
ま
す
。 

 

職
場
に
労
働
組
合
を
根

付
か
せ
る
一
年
に
し
て

い
き
ま
す 

労
働
組
合
に
と
っ
て
、

憲
法
で
保
障
さ
れ
た
労
働

三
権
の
も
と
対
等
な
立
場

で
使
用
者
と
交
渉
で
き
る

こ
と
こ
そ
が
最
大
の
武
器

で
す
。
要
求
䢣
交
渉
䢣
合

意
（
協
定
）
の
実
績
を
積

み
重
ね
て
い
き
ま
す
。
特

に
労
働
相
談
か
ら
加
入
し

た
組
合
員
の
職
場
で
の
労

使
関
係
の
構
築
が
課
題
と

な
り
ま
す
。
同
時
に
地
域

合
同
労
組
と
し
て
の
強
み

を
、
労
使
交
渉
、
職
場
内

組
織
拡
大
に
生
か
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

具
体
的
取
り
組
み
に
注
力

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

労
力
と
知
恵
を
結
集
し

て
争
議
に
勝
利
し
よ
う 

ビ
ス
テ
オ
ン
の
不
当
解

雇
撤
回
裁
判
、
テ
ク
ノ
ウ

エ
ー
ブ
の
中
労
委
不
当
労

再
審
申
し
立
て
、
誠
知
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
県
労
委
不
当

労
申
し
立
て
の
争
議
に
全

力
で
取
り
組
み
ま
す
。
当

該
を
含
め
労
組
員
間
の
問

２
０
２
６
年 

 

年 

頭 

挨 

拶 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

執
行
委
員
長 

 

八
木 

均 題
意
識
の
共
有
を
深
め
全

面
勝
利
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。 

と
も
に
一
年
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

連帯の力で命と生活を守る闘いに取り組もう！ 
地域合同労組としての強みを労使交渉、組織拡大に生かしていこう！ 

1神奈川県共闘 1 202６春闘学習会 
全国一般全国協議会の大野委員長を招き、26 春闘取り
組みに向け、私たち労働者を取り巻く情勢や闘いの課題
を共有したいと思います。大勢の仲間の結集により 26 春
闘の闘いのスタートを切りましょう！ 

★日時：1 月 30 日（金）18：30～ （終了後旗開き） 

★場所：かながわ労働プラザ（L プラザ）8F 第７会議室 

★講師：全国一般全国協 大野 隆委員長 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２６年１月１３日                 全国一般神奈川                    第３０８号（２） 

憲法が活かされる社会を!  

生
活
困
窮
者
へ
の
行
政
支

援が
滞る
年末
年始、生活
を

支
援
す
る
こ
と
で
一
人
一
人

の命
を守
る、第５
２次
寿越

冬闘
争が
寿公
園で、１
２月

２９
日か
ら取
り組
まれ
た。

前段
の
１
２月
２６
日に
は、

越
冬
突
入
集
会
を
開
催
し
決

意を
固め
合い
、そし
て
２９

日
か
ら
続
く
７
日
間
の
寿
越

冬闘
争は、好
天に
恵ま
れる

中無
事終
了し
た。 

越冬
期間
中は
、連
日
の炊

き出
しや
夜間
パト
ロー
ル、

越
冬
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行
の
ほ

かに、寿町
歴
史紹
介ツ
アー

やカ
ラオ
ケ大
会、さ
すら
い

娘
劇
団
の
芝
居
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
も
取
り
組
ま
れ
た
。
ま

た、配食
、夜
間パ
トロ
ール

にと
どま
らず
医療
、法
律、

生活、労働
相
談の
コー
ナー

県
共
闘 

第
３
５
回
定
期
大
会 

沢
口
新
議
長
の
音
頭
で
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
！ 

１
１
月
２
９
日
横
浜
市
労
働

者
組
合
は
第
３
２
回
定
期
大
会

を開
催し
まし
た。 

大
会で
は

こ
の
１
年
間
の
職
場
で
の
取
り

組
み
や
地
域
で
の
闘
い
と
全
国

一
般
の
仲
間
と
の
連
帯
を
確
認

して
きま
した
。今
後の
方針
で

は
、
横
浜
市
で
の
労
働
条
件
改

善、賃上
げ、職場
での
組織
化

を
引
き
続
き
進
め
る
こ
と
。
自

民
・
維
新
政
権
下
で
の
物
価
高

騰
・
行
政
改
革(

賃
金
・
労
働
条

件
の
切
下)

に
対
す
る
闘
い
を
地

域・全国
の仲
間と
取り
組む
こ

と。そし
て私
たち
横浜
市労
働

者
組
合
は
高
市
政
権
が
進
め
て

いる
９条
改憲・軍
拡、原発
再

起
動
や
台
湾
有
事
を
口
実
に
し

沖縄
への
基地
強化
、差
別や
排

外
主
義
を
扇
動
し
た
戦
争
へ
の

道を
許さ
ない
闘い
を地
域・全

国
の
仲
間
と
共
に
闘
こ
と
を
採

択し
まし
た。２６
春闘
勝利
へ

団結
して
闘お
う！ 

（河
野
） 

第
３
２
回
定
期
大
会
開
催 

    

横
浜
市
労
働
者
組
合 

を
開
設
し
各
相
談
を
受
け
る

等
手
厚
い
体
制
と
な
っ
て
い

る。寿
越冬
闘
争の
歴史
は古

く、す
でに
半
世紀
を越
える

長い
闘い
とな
って
いる
が、

これ
も財
政や
物資
の支
援、

切
り
込
み
作
業
や
配
食
支
援

な
ど
多
く
の
仲
間
に
支
え
ら

れ
て
こ
そ
続
い
て
い
る
と
の

こと
。そ
して
、こ
の年
末年

始の
取り
組み
は、実
行委
員

会の
尽力
と、
多く
の仲
間・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
と
協

力で
運営
され
てお
り、生
活

困
窮
者
を
支
え
る
一
つ
の
事

業
と
し
て
定
着
し
て
い
る
の

は真
に心
強い
。 

この
闘い
に
、私た
ち組
合

も
県
共
闘
の
仲
間
と
と
も
に

参加
した。朝
９時
から
始ま

る
食
材
を
切
る
切
り
込
み
作

業に
参加
しな
がら
も、主
に

は
労
働
相
談
コ
ー

ナ
ー
で
相
談
者
の

対応
、駅頭
で「
年

末
年
始
労
働
相
談

窓
口
開
設
」
の
チ

ラ
シ
配
布
、
本
部

か
ら
の
行
動
要
請

な
ど
の
取
り
組
み

を
担
当
し
た
。
労

働
相
談
は
、
パ
ワ

ハ
ラ
や
賃
金
未
払

い
、
ど
こ
で
仕
事

を
あ
っ
せ
ん
し
て

く
れ
る
の
か
？
な

ど
窓
口
相
談
は
６

件
、
電
話
相
談
は

テ
ク
ノ
ウ
エ
ー
ブ
中
労
委
第
一
回 

調
査
の
傍
聴
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
！ 

１
月
２
８
日
１
０
時
３
０
分 

労
側
６
０
８
控
え
室
へ 

テ
ク
ノ
ウ
エ
ー
ブ
事

件
の
第
一
回
調
査
期
日

が決
まり
まし
た。県
労

委
に
て
不
当
労
は
認
定

さ
れ
た
も
の
の
ポ
ス
ト

ノ
ー
テ
ィ
ス
の
み
の
命

令だ
った
ため
、昨年
１

１
月
４
日
に
中
央
労
働

委
員
会
へ
再
審
査
を
申

立て
てい
まし
た。会
社

解散
とな
った
現在、ポ

ス
ト
ノ
ー
テ
ィ
ス
で
は

本
件
不
当
労
働
行
為
に

よ
る
現
状
回
復
お
よ
び

労
働
組
合
と
し
て
の
存

在
意
義
を
回
復
す
る
に

は不
十分
です
。会社
解

散
す
れ
ば
損
害
賠
償
か

ら
逃
れ
ら
れ
る
と
い
う

前
例
を
作
ら
せ
な
い
た

昨年
１
２月６
日、第３５
回
定期

大会
は
、２年
以上
かけ
て改
修さ
れ

た開
港記
念会
館で
行わ
れま
した
。 

大
会
議
長
に
全
国
一
般
神
奈
川
の

清水
が選
任さ
れ、吉
良副
議
長の
開

会の
言葉
から
始ま
り
、来
賓
の方
の

挨拶
をい
ただ
きま
した
。活
動で
忙

し
い
中
大
会
に
駆
け
付
け
て
い
た
だ

いた
渡邊
全労
協議
長か
らは「け
ん

り春
闘は
じめ
地域・職場
の
春闘
と

とも
に闘
い抜
こう
。そ
して
、労
基

法
改
悪
を
許
さ
ず
労
働
者
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
社
会
を
共
に
作
っ
て
い

こう
」と
連帯
挨拶
があ
り、神奈
川

地
域
運
動
交
流
の
風
呂
橋
さ
ん
は
、

「春
闘共
同行
動、
メー
デー
など
、

こ
の
神
奈
川
の
地
で
共
に
運
動
を
続

けて
きた
私た
ちは
、労働
運
動の
更

なる
前進
はも
とよ
り
、反
戦
平和
を

求め
、差別
排
外主
義と
闘っ
てい
こ

う！
」と
挨拶
。Ｊ
ＡＬ争議
団の
近

村乗
員団
長か
ら、１５
年
間
の闘
争

とそ
の支
援に
対す
るお
礼
、１
２月

の
Ｊ
Ａ
Ｌ
本
社
包
囲
行
動
へ
の
参
加

要請
が行
われ
まし
た
。ま
た
神奈
川

県
労
働
セ
ン
タ
ー
か
ら
も
来
賓
と
し

てご
参加
いた
だき
まし
た。 

議事
は、経過
報告
、会
計決
算報

告・監
査報
告
は全
体の
拍手
で承
認

され
まし
た。運動
方針
案は
、代
議

員よ
り「
公務
労働
の現
場に
も、週

休３
日制
の話
があ
る
。組
合
とし
て

検
討
が
必
要
」
と
の
補
強
意
見
が
あ

り、代
議員
全
員の
賛成
で可
決さ
れ

まし
た。
全国
一般
神奈
川か
らは
、

テ
ク
ノ
ウ
エ
ー
ブ
不
当
労
働
行
為
救

済の
闘い
の経
過報
告
、ビ
ス
テオ
ン

解
雇
撤
回
の
闘
い
の
報
告
と
支
援
要

請を
行い
まし
た。 

そし
て、沢口
新議
長、吉良
副議

長、小内
事務
局長
、傘
下労
組各
幹

事、会計
監査
、事
務局
員が
それ
ぞ

第52次寿越冬闘争に参加して 

今後
まと
める
こと
とな
る。

そし
て相
談コ
ーナ
ーで
は、

相
談
の
き
っ
か
け
と
な
れ
ば

と
イ
ン
ス
タ
ン
ト
コ
ー
ヒ
ー

を
提
供
し
て
い
る
が
行
列
が

で
き
る
ほ
ど
の
大
人
気
で
寒

い
中
で
配
食
を
待
つ
仲
間
に

は歓
迎さ
れた
。 

昨年
、１０月
、自
民党
初

の
女
性
総
裁
と
な
っ
た
高
市

早
苗
氏
は
「
私
自
身
が
ワ
ー

ク・ラ
イフ
バ
ラン
スと
いう

言葉
を捨
てま
す。働
いて
働

い
て
働
い
て
働
い
て
働
い
て

参り
ます
」と
宣言
した
。今

の時
代、ワー
ク・ライ
フバ

ラ
ン
ス
や
過
労
死
が
問
題
と

なっ
てい
る中
での
発言
で、

それ
は働
き方
改革（
労働
時

間規
制緩
和）に大
きな
影響

を
与
え
る
の
で
は
な
い
か
と

危惧
して
いる
。 

また
、日
本は
、６
人に
１

人
が
相
対
的
貧
困
状
態
に
あ

ると
いわ
れて
おり、誰も
が

突
然
に
貧
困
生
活
に
追
い
込

まれ
るこ
とを
考え
れば、行

政
に
よ
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ

ッ
ト
の
拡
充
は
欠
か
せ
な
い

のだ
が現
実は
厳し
い。憲
法

２５
条で
は、健康
で文
化的

な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む

権利（生
存権
）を
国民
に保

障し
てい
る。憲法
を活
かし

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

社
会
に
思
い
を
馳
せ
る
第
５

２
次
寿
越
冬
闘
争
参
加
と
な

った
。   

（佐
藤） 

れ
信
任
さ
れ
２
６
年
度
役
員
体
制
が

決ま
りま
した
。最
後
に宮
澤
幹事
が

大会
宣言
を行
い、大
会ス
ロ
ーガ
ン

を採
択
、第
６
代県
共闘
議長
に選
出

さ
れ
た
沢
口
新
議
長
の
音
頭
で
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
を
行
い
大
会
は
成
功
裏

に終
了し
まし
た。 

（
清水
） 

 

めに、勝利
ま
で闘
い続

けま
す。 

中
労
委
は
東
京
都
の

労働
委員
会会
館（港
区

芝
公
園
１
-
５
-
３
２ 

御
成
門
駅
か
ら
徒
歩
１

分）県
外で
す
が、傍
聴

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

いし
ます
。 

（清
水） 


